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今
回
の
修
理
は
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
度
か
ら
開
始
し
た
八
ヵ
年
計
画
の
七
年
目
に
あ

た
る
。
修
理
方
針
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
ま
で
と
同
様
で
特
に
変
更
は
な
い
。

　

修
理
前
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
本
紙
と
裏
打
紙
の
伸
縮
差
に
よ
る
画
面
の

反
り
や
本
紙
の
折
れ
（
図
1
）、
継
ぎ
代
部
分
の
糊
離
れ
、
そ
し
て
絵
具
層
の
剥
離
・
剥
落
、
付
着

物
や
染
み
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
過
去
の
修
理
で
施
さ
れ
た
剥
落
止
め
の
白
濁
化
な
ど
も
認

め
ら
れ
た
（
図
2
）。

　

肌
裏
紙
の
除
去
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
本
紙
が
こ
れ
ま
で
の
巻
と
同
じ
く
全
体
的
に
薄
く
な
っ
て

お
り
、
過
去
の
修
理
に
お
い
て
相
剝
ぎ
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
赤
外
線
反
射
お
よ
び

透
過
光
に
よ
り
、
所
々
に
「
金
」
や
「
コ
ン
」
な
ど
の
彩
色
、
巻
十
三
の
四
天
王
寺
亀
井
堂
の
屋

根
に
は
「
か
め
い
の
と
う
」
の
指
示
書
が
確
認
さ
れ
た
（
図
3
）。
さ
ら
に
表
の
描
写
と
は
異
な
る

下
書
線
や
、
小
栗
が
乗
る
車
の
車
輪
を
描
く
際
に
用
い
た
コ
ン
パ
ス
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
中
心

点
な
ど
も
確
認
で
き
た
。
ほ
か
に
も
本
紙
の
継
下
部
分
の
多
く
か
ら
、
修
理
時
の
通
し
巻
数
と
紙

数
の
墨
書
、
ま
た
霞
や
彩
色
描
写
が
認
め
ら
れ
、
制
作
工
程
の
一
端
が
う
か
が
え
た
。

　

軸
木
を
巻
く
軸
巻
紙
に
、
こ
れ
ま
で
の
修
理
と
同
じ
く
墨
書
が
確
認
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
「
己

巳
年
三
月
下
旬
」
に
、「
江
戸
本
石
町
三
丁
目
」
の
経
師
「
兼
宣
」
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
巻
を
寄

せ
て
一
巻
に
仕
立
直
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図
4
）。
己
巳
年
は
こ
れ
ま
で
の
修
理
銘
か
ら
元

禄
二
年
（
一
六
八
九
）、
兼
宣
は
杉
江
五
兵
衛
兼
宣
と
知
ら
れ
る
。
な
お
巻
十
が
元
禄
二
年
三
月
上

旬
、
巻
十
一・十
二
が
同
年
三
月
中
旬
に
修
理
を
完
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
短
期
間
で

修
理
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

修
理
後
の
体
裁
に
つ
い
て
は
、
墨
書
銘
か
ら
両
巻
と
も
本
来
各
二
巻
で
あ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て

今
後
の
取
り
扱
い
や
作
品
の
安
全
性
を
考
慮
し
て
、
各
巻
と
も
に
本
来
の
巻
頭
で
あ
っ
た
第
十
四

紙
目
で
分
巻
し
、
制
作
当
初
の
計
四
巻
に
仕
立
て
直
し
た
。
ま
た
そ
の
際
、
表
紙
裂
は
修
理
前
の

も
の
を
復
元
、
巻
緒
、
見
返
し
、
軸
巻
、
八
双
、
軸
木
を
新
調
、
軸
首
は
分
巻
後
の
上
巻
を
元
使

い
、
下
巻
は
新
調
と
し
、
桐
製
の
太
巻
と
白
羽
二
重
の
包
裂
を
添
え
た
。
な
お
、
表
紙
と
巻
緒
に

は
、
上
皇
后
陛
下
お
育
て
の
小
石
丸
の
絹
糸
を
用
い
た
。

─
令
和
四
年
度
収
蔵
品
修
理
報
告
─

図1　画面の反り・折れ（巻14、修理前）

図2　白濁した過去の剥落留（巻13第23紙）右–修理前、左–修理後

図3　建物の指示書（巻13第15紙）図4　巻13修理墨書
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